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不織布は織ったり編んだり
することなく、繊維を絡み合
わせてシート状に成形したも
のである。通気性、ろ過性、
保温性が良く、医療・衛生用
品のほか、自動車、農業、土木、
建築、工業用などさまざまな
製品に使用されている。不織
布の世界市場規模は2024年に
571億4,000万米ドルと推定さ
れ、今後も約6％前後の成長が
予想されている 1）, 2）。

一方、経済産業省によると
不 織 布 の 日 本 国 内 生 産 量 は
2019年から減少傾向が見られ
る。財務省の貿易統計では、
重量ベースでは大幅に輸入超
過しているが、金額ベースで
は輸出入の差は少なく、国内
の不織布は高付加価値の製品
に競争力を持っていることが
うかがえる。

インドや中国などのアジア太
平洋地域を中心とした出生率
の上昇や日本をはじめとする
高齢者人口の増加により、子
ども用紙おむつ、大人用紙お
むつなどの需要はこれからも

増加すると予想されており 3）、
今後は高付加価値製品の輸出
や海外における生産が進展し
ていくのではないかと考えら
れる。

衛生用品に使われる
不織布

不織布は軽量で加工がしや
すく、さまざまな機能を付与
しやすいことから各種用途に
幅広く使用されている。なか
でもポリプロピレン（PP）や
ポリエチレン（PE）などのポ
リオレフィン不織布やポリエ
チレンテレフタレート（PET）
不織布は、通気性、柔軟性、
速乾性に優れており、肌触り
が良いため、紙おむつや生理

用品などの衛生用品に用いら
れている。

ポ リ オ レ フ ィ ン 不 織 布 や
PET不織布の原料ポリマーは
疎水性であり、そのままでは
水をはじいて透水せず、尿や
経血が濡れ広がってしまうた
め、通常は親水化剤を用いて
親水化処理がなされる。透水
性能の持続時間や繰り返し使
用への耐久性が、衛生用品の
交換の（時間）間隔や頻度に
大きく影響を与える。

本稿では、繰り返し透水し
ても不織布に高い親水性を維
持させることができる、当社
の不織布用耐久親水化剤『ハ
イドロスルー PS-887』につい
て紹介する。
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透水を繰り返した際の親水化剤の変化図2

「ハイドロスルー PS-887」の一般性状表1

当社製品および開発品をお取り扱いいただく
際は、当社営業までお問い合わせください。
また必ず「安全データシート」（SDS）を事前
にお読みください。
使用される用途における適性および安全性
は、使用者の責任においてご判断ください。

分析項目 ハイドロスルー PS-887

外観 淡黄色液状

有効成分 約80％

pH
（1％エマルション）

約6.5

粘度 約200mPa・s

透水1回目

親水化剤

不織布
（PP、PE、PETなど）

SAP/パルプ

透水2、3回目

疎水性

衛生用品に使われる
不織布の親水化処理

衛生用品は、尿や経血を吸
収し、吸収体内部にとどめる
という基本性能だけでなく、
横になったり運動したりして
も漏れないこと、素早く吸収
すること、逆戻りやムレによ
る不快さを防止すること、長
時間使用できることなど、機
能性に加えて、快適性、利便性、
持続性などのニーズが高まっ
ている。これらの性能向上に
不織布は重要な役割を果たし、
さまざまな技術的工夫が盛り
込まれている。

衛生用品は、透水性を有す
るトップシートと水を通さな
いバックシートの間に、パル
プや高吸水性樹脂（SAP）な
どの吸収体が配置された構造
となっている（図1）。

トップシートに主に用いら
れるのは、通気性、柔軟性や
速乾性に優れることから肌触
りが良いとされるPPやPEな
どのポリオレフィン不織布や、
PET 不織布である。しかし、

ポリオレフィンやPETは疎水
性の原料であるため、そのまま
衛生用品のトップシートに使
用すると透水しづらく、漏れや
液残りが発生して不快感を招
く。そこで、通常これら不織布
に親水化剤を用いて親水化処
理し透水性を付与させる。

従来の親水化剤を用いる不
織布では、1、2回の吸水によっ
て透水性が低下し、それ以上使
うと液残り、濡れ広がりや漏れ
が発生するという課題がある。
これは、繊維表面に付着してい
る親水化剤が排尿などによっ
て吸収体側に洗い流されるこ
とで、不織布の親水性が低下す
るためである（図2）。

液残り、濡れ広がりや漏れ
が発生するようになると、紙お
むつや生理用品を交換しなく
てはいけない。頻繁な紙おむつ
交換は、利用者や介護者の時間
と労力を費やし、職場、学校や
旅行などでは適当なタイミン
グで生理用品を交換できない
ケースも多いことから、近年、
長時間使用でき交換頻度を減
らすことのできる衛生用品へ

のニーズが高まっている。

繰り返し透水を可能とする
不織布用耐久親水化剤

『ハイドロスルー PS-887』

当社は、得意とする界面制
御技術を駆使し、「ポリオレ
フィン不織布やPET不織布へ
の透水性を高める親水基」と、

「持続的な耐久親水性を高める
疎水基」の最適なバランスを
見いだすことで、従来の親水
化剤と比較して不織布に高い

「繰り返し透水性」を付与でき
る『ハイドロスルー PS-887』
を開発した。本製品は繊維へ
の浸透性に優れるので少量で
も均一に付着でき、ポリオレ
フィン不織布やPET不織布の
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繰り返し透水性の評価方法図4

繰り返し透水性の評価結果表2

吸収時間［秒］

ハイドロスルー PS-887 汎用品

1回目 1.30 1.31

2回目 2.24 2.35

3回目 2.54 2.69

4回目 2.56 3.43

5回目 2.95 3.70

ハイドロスルー PS-887

汎用品

1

吸
収
時
間

2 3

回数

4 5
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親水化剤付着量：約0.5％
不織布：PP/PE芯鞘エアスルー不織布（23g/m2）

〈評価方法〉

10mm

不織布上にマーキングした10カ所に、
生理食塩水を1滴ずつ落とし、5秒以内に
吸収された液滴の個数を数える。

紙おむつの上に不織布、SUS ringを置き、
生理食塩水50mLを注ぐ。

不織布の水気を完全に拭き取った後、
繰り返し試験を行う。ろ紙 紙おむつ

不織布
SUS ring

生理食塩水50mL

繰り返し透水性の評価結果図3

特長である柔軟性を損なわな
い。本製品で親水化した不織
布を衛生用品のトップシート
に使用すれば、交換頻度を減
らしても快適な装着感を維持
できるので、使い勝手や満足
度を向上させるだけでなく経
済的で、廃棄物量を減らし環
境負荷低減にもつながる。さ
らに、希釈して使用する高濃
度タイプの製品なので輸送コ
ストを抑えられるほか、高濃
度品にもかかわらず低粘度オ
イル状で自己乳化性にも優れ
ることから取り扱いが容易で
ある（表1）。

『ハイドロスルー PS-887』
の性能評価

「繰り返し透水性」に関する
試験（EDANA WSP 70.7準拠）
の結果を図3、表2に示す。専
用の Lister 試験機にろ紙、不
織布の順にセットし、その上か
ら5mLの生理食塩水を通して
生理食塩水が完全に吸収され
るまでの時間を計測した。数値
が小さいほど速やかに吸水さ
れることを示し、『ハイドロス

ルー PS-887』で処理した不織
布は透水回数を重ねても汎用品
で処理した不織布に比べて速い
吸収速度を維持しており、「繰
り返し透水性」が高いといえる。

さらに、別の方法でも「繰り
返し透水性」の評価を実施した
（図4）。不織布上の任意の10カ
所のポイントに生理食塩水を1
滴ずつ落とし、5秒以内に吸収

された液滴の個数を数える操
作を5回繰り返し実施した。2
回目以降の生理食塩水の滴下
前に、不織布の上から50mLの
生理食塩水を注ぎ、不織布の水
気を拭き取った後、再度先ほど
と同じ10カ所のポイントに生
理食塩水を1滴ずつ落とし吸収
された液滴の個数を数えた。本
試験では親水性が高いと、多く
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透水後の液残りの様子（青色が薄いほど液残りが少ない）図6

ハイドロスルー PS-887
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親水化剤付着量：約0.5％
不織布：PP/PE芯鞘エアスルー不織布（23g/m2）

親水化剤付着量：約0.5％
不織布：PP/PE芯鞘エアスルー不織布（23g/m2）

ハイドロスルー PS-887

1分後

3分後

汎用品

繰り返し透水性の評価結果図5

の液滴が吸収される。つまり、
回数を重ねても吸収される液滴
の数が多いほど、親水性を維持
していることになる。50mLの
生理食塩水を注ぐと通常の親水
化剤は洗い流されるため、回数
を重ねると親水性が低下し、吸
収される液滴の数が減少する。

汎用品が回数を重ねるにつ
れて吸収された液滴の個数が
低下し、5回目には完全に吸収
されなくなるのに対して、『ハ
イドロスルー PS-887』で処理

した不織布は3回目まで10滴
全てを吸収し、5回目において
も7滴吸収しており高い「繰り
返し透水性」を示した（図5）。

また、通常、不織布表面に親
水化剤が残存しやすくなると、

「繰り返し透水性」は高くなる
が、同時に親水化剤が水分を保
持しやすくなってしまうため、
液残りは多くなる。液残りが多
いと、衛生用品を使う際のべた
つき感を引き起こす原因となる
ため、高い「繰り返し透水性」

を維持しながら、液残りを低減
することが求められる。
図6は透水後の不織布への液

残りの状態を比較した写真で
ある。青色に着色した生理食
塩水 150mL を通した後、1 分
後、3分後の様子を観察した。

『ハイドロスルー PS-887』で処
理した不織布は汎用品と比べ
て不織布上の青色が薄く、液
残りが少ない。当社は長年の
界面制御技術の知見から、表
面に残存しても水分を保持し
にくい界面活性剤を見いだし、
高い「繰り返し透水性」と液
残りの少なさを両立した。

今後の予定

当社が開発した『ハイドロ
スルー PS-887』は疎水性の不
織布に耐久親水性を付与でき
るほか、表面に水分子が吸着
することにより静電気防止性
が向上することも期待できる。
これらの機能を視野に入れな
がら、今後はさまざまな用途
開拓を進め、人々の快適な生
活や環境負荷の低減に貢献し
ていきたいと考えている。
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